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ボスニア・ヘルツェゴビナにおける
ジェンダーコンセプト

NGOの重要な役割、特に1995年の内戦終結後

2001年、国レベル／構成体レベルでジェンダー機構
が確立

2003年、男女共同参画法が成立

2006－2010年ジェンダーアクションプランを採択

ドメスティック・バイオレンス（DV）の防止･根絶
のための国家行動計画を、構成体および国レベルで
採択

ジェンダー機構は、政府機関および国内外のNGOや
国際機関と連携して活動している
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ジェンダーセンター
～スルプスカ共和国政府男女共同参画センター

（構成体レベル）～

2001年12月に共和国政府の決定により設立された。この
ような組織を構成体レベルで設置することが、ボスニア・ヘ
ルツェゴビナの欧州評議会加盟の条件の一つであった。ス
ルプスカ共和国ジェンダーセンターの責務は 、女性の地位
向上とモニタリング、および保障された権利の行使促進
である。設立の目的は、男女共同参画の機構を確立し強
化すること、法律・政策・戦略・プログラムを通じて、そして国
内の法律やわが国が批准した国際条約・合意事項に準じて
、スルプスカ共和国社会のあらゆる側面で男女共同参画を
推進することである。
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スルプスカ共和国ジェンダーセンターでの
私の職務

広報担当官
職務内容:
- 男女共同参画を担当する他の機構／メディア／NGO／市民／民間セ

クター／政府機関／海外のパートナーと共に、広報活動、連絡調整、
教育・啓発活動を行う。

- 男女共同参画法の実施を確認・促進し、現状把握、イニシアティブ／プ
ログラム／政策／報告書／調査／広報誌を作成･立案する。

- キャンペーンやイベント用のプロモーション資料を製作する。
- メディア向け記事や説明文の執筆、新聞・雑誌に掲載された記事やコラ

ムの収集
- ホームページの作成と更新
- スルプスカ共和国政府ジェンダーセンターの業務全般の推進。男女共

同参画のコンセプトの普及、すべてのパートナー／組織／メディア／市
民とのコミュニケーション促進。
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わが国における
ジェンダーおよびジェンダー主流化の課題

法的仕組はあるが、

法律の実施は十分ではない。

ジェンダー機構の組織力と機能の強化が必要。予算不足。

国家統治者、行政官、国民の意識啓発のさらなる促進が必要。

伝統的な価値観や型にはまった考え方が、生活のあらゆる側面で
ジェンダーの視点を取り入れることを阻んでいる。これに対する対策
が必要だが、わが国は変革への備えができた社会にはまた到達して
いない。

現時点での優先順位：DV問題、女性に対する暴力、女性の政治お
よび公的活動への参画、農村における女性の地位向上、雇用、仕事、
あらゆるリソースへのアクセス、教育におけるジェンダー主流化、ジェ
ンダー予算
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スルプスカ共和国
DVの防止・根絶のための行動計画、
キャンペーン、戦略2008/2009

「暴力のない家庭」キャンペーンは、スルプスカ共和国のDV防止・
根絶のための行動計画の一環であった。この行動計画はスルプス
カ共和国によって2007年7月に採択、2008年に施行された。
その成果は：

- 暴力の被害者が注目され保護されるようになった。

- DVを深刻な社会問題、人権侵害と認識し、組織も個人もその問
題に取り組まなければならない。

- 社会はこの問題を優先課題として政治的意志を示し、リソース
を確保し、DV根絶のための横断的協調的アプローチを実践す
る義務がある。



スルプスカ共和国ジェンダーセンターは、男女共同参画の政府組織として、
この行動計画の採択のイニシアティブをとり、実践の調整役となった。

パートナー：共和国法務省、共和国内務省、共和国保健社会福祉省、共和
国家庭青少年スポーツ省、共和国教育文化省

この行動計画の採択は、国際的な義務に対する、共和国の直接的な貢献
となった。また、ボスニア・ヘルツェゴビナにおける最初の文書である。

行動計画は国際機関(国連、ヨーロッパ評議会、EU等）による文書のガイド
ラインを利用して作成された。
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国家計画と「暴力のない家庭」キャンペーンの成果

DVおよび女性に対する暴力について社会の行動が改善さ
れた。共和国は2008/2009年をDV根絶の年と宣言した。
DVからの保護に関する事項を集約化し、被害者に対する
人道的同情的なアプローチと連動させた。

暴力事件を徹底的に防止し、被害者支援と加害者の更正を
可能にする対策を、適切かつ完全に行うための予算措置が
史上初めて組み込まれた。
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行政官、各種団体、被害
者保護関連施設（保健施
設、司法機関、警察、ソ
ーシャルケアセンター、
学校）を対象とした共和
国ジェンダーセンターの
意識啓発活動



全国的な「暴力のない家庭」キャンペーンは、 メディ
ア、文化、若者、学校等様々なレベルで、 目に見え
る形で 素晴らしい成果を上げた。いろいろなグルー
プを対象に、看板、ポスター、街の照明、パンフレッ
ト、ステッカー、Tシャツ、鉛筆、リーフレット、ビデオ、
ベル、キャンペーンソングのCD等、プロモーション
資料を作成した。 プロモーション用資料は、共和国
内の関連組織、 NGO、 学校、保健施設、ソーシャ
ルケアセンター、メディアに配布された。
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ヨーロッパ評議会の刊行物 “The protection 
of women against violence （女性を暴力か
ら守る）” - Recommendation No. R (2002) 
5 of the Committee of Ministers and 
Explanatory Memorandum”を翻訳、印刷し、
配布した。
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「暴力のない家庭」キャンペーンの付加価値

キャンペーンとして準備された活動は、新たに参加を希望した人々
に支援され、個人的な貢献によって拡大し、その成果は一層目覚
ましく、効果的だった。共和国の有名なヒップホップ・ミュージシャン
やR＆Bグループが “Nisam sama” (私は独りではない)という歌
を作った。

この歌は、DVと女性に対する暴力を歌ったもので、感情を強く揺さ
ぶり、女性や暴力の被害者について語り、女性に向かって、強くな
れ、より良い人生を選択せよ、暴力を通報せよ、と訴えている。

この歌はキャンペーンのために使われ、メディアに支持された。新
聞はこの歌やキャンペーンについての記事を掲載し、ラジオのヒッ
トチャートに登場し、キャンペーンの成功に多大な貢献をした。そし
て、今でも知名度は高い。
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学校の生徒たちや若者たちも絵画や作文などの作品を制
作してキャンペーンに参加した。 作品のテーマは「暴力の
ない家庭」で、キャンペーンに対するクリエイティブな貢献
となった。共和国内の小中学校を対象に公開コンテストを
開催し 優秀な絵画や作文に対して「暴力のない家庭」 賞
を授与した。

以下はその受賞作品の一部である:
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メディア（ラジオ、テレビ、新聞雑誌、ホームページ）はその
スペースをキャンペーンのために割いてくれた。DVや女性
に対する暴力に関する意識啓発について支援してくれた。
また、その支援を適切な形で示し、深刻な社会問題として
扱った。私たちはまた、 “Nisam sama” (私は独りではな
い)のためのビデオを製作した。ビデオ製作では、有名な写
真家アレクサンダー・アーセノビッチの作品を起用した。彼
は、「女性に対する暴力」の写真版の作者であって、前述
のミュージシャンたちとともにキャンペーンに貢献したいと
申し出てくれた人物である。彼は、その写真をビデオ製作と
キャンペーンのために無料で提供してくれた。
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JICA研修で得た知識とスキル

他国の研修員からその国での経験や知識
を得ることができた。

日本の専門家、大学教授、活動家、研究
者から経験、知識、スキル、データを提
供された。

日本や他国のデータ資料やパンフレット
を入手できた。

研修中に行ったブレーンストーミングや
ワークショップが有益だった。
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わが国におけるジェンダー主流化のためのアクション
プラン

2009 – 2013年DV根絶のための国家戦略

目標:
わが国では、DVの防止・根絶のための行動計画が採択、
実施されており、その推進に必要なツールと主要文書は
完成している。

この行動計画によって実施されている業務もあるが、低
予算と経済危機の状況下、さらなる改善が必要である。

DVに対する意識啓発が全国で実施されている。

私たちは今、DVのような深刻な社会問題に対して一層の
努力をするにふさわしい出発点に立っている。
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内 容

組織力の強化

被害者保護制度の改善

DVに関するデータベースの構築

被害者保護施設（保健施設、ソーシャル
ケアセンター、学校、司法機関、警察）
のための独自のマニュアル作り
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期待される成果

DVの防止・根絶への横断的なアプローチ
の実現

DV被害者保護制度の改善

被害者保護施設の業務の活性化と業績の
向上
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• 男女共同参画の推進と意識啓発、女性の権利、ジェンダー主
流化は私の個人的職業的使命である。

• 私のメッセージ：忍耐を持って、広い視野で、多様性を歓迎し、
他人を型にはめようとせず、前向きに、積極的に、ジェンダーを
考えよう。

Thank you 
Dijana Tepsic
gender.pr@blic.net
Gender Center RS

mailto:gender.pr@blic.net
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